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主論文 

The association of 5-year therapeutic responsiveness with long-term renal outcome in IgA 

nephropathy. 
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論文審査の要旨 

 

IgA 腎症は、原発性糸球体腎炎の中で最も高頻度に見られ、比較的腎予後は良いとされ

る。しかし、一部に末期腎不全に至る症例が認められ、そのリスクを生検確診時に予測

することは IgA 腎症の診療において重要な課題とされる。本研究では、腎生検により確

診された IgA 腎症 563 例を解析しリスク因子を抽出した。その結果、20 年の follow up

では 16.1%に腎不全が発生し、そのリスクとして寛解後の再燃や治療不応（非寛解）が

認められた。さらに、蛋白尿，eGFR，メサンギウム増殖性病変，管内細胞増多，巣状糸

球体硬化が再燃と相関する独立予測因子であった。 

公聴会では、組織学的な再燃危険因子間の相互作用の機序や再燃の予防・早期発見に

ついて質問がなされ、IgA 免疫複合体沈着に惹起された炎症からの分節性硬化と内皮障

害に伴う炎症物質の原尿内流出による半月形成という機序、および、検診や長期にわた

る follow up の重要性が回答された。 

本研究は、IgA 腎症のハイリスク群に対する予測因子を多数例の長期観察のデータか

ら抽出することに成功している。生検確診時に認められる臨床的・病理学的なハイリス

ク予測因子を用いることで、IgA 腎症の病状を過小評価することなく最適な治療を可能

にする重要な研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに腎臓病態制御医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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